
小学生の視点で防災を考える�
ぼうさい探検隊マップコンクール入賞

３月25日に青井阿蘇神社で表彰式が行われた

ドキドキの新生活がスタート！
市内小・中学校入学式

名前を呼ばれ元気に返事をする新１年生

肥薩線の再開を目指して
第１回　JR肥薩線再生協議会

　

４
月
18
日
、
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
で
第
１
回
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
再
生

協
議
会
を
開
催
。
会
長
な
ど
の
選
任

や
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
の
肥
薩
線
の
状
況

報
告
、
復
旧
に
向
け
た
課
題
の
共
有

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。同
協
議
会
は
、

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
Ｊ

Ｒ
肥
薩
線
の
復
旧
に
向
け
、
地
元
自

治
体
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
県

と
地
元
12
市
町
村
（
人
吉
球
磨
10
市

町
村
、
八
代
市
、
芦
北
町
）
で
構
成

さ
れ
た
も
の
。

　

今
後
、
復
旧
に
向
け
た
方
策
の
検

討
や
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
保

に
向
け
た
利
活
用
策
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

同協議会の副会長を務める松岡市長のあいさつ 同社事業開発統轄本部長の尾武宗紀さんと松岡市長

大人になっても学びを�
ひとよしくま熱中小学校第２期授業開講

失敗から学び挑戦を続ける自社の取り組みを話す山田敏夫さん

　

昨
年
開
校
し
た
「
ひ
と
よ
し
く
ま

熱
中
小
学
校
」
の
第
２
期
授
業
を
、

４
月
16
日
に
開
講
し
ま
し
た
。
同
校

は
、「
も
う
い
ち
ど
７
歳
の
目
で
世

界
を
…
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
で
活
躍

す
る
一
流
の
経
営
者
や
大
学
教
授
ら

が
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を
展
開
す
る

〝
学
び
た
い
大
人
の
社
会
塾
〟
で
す
。

　

第
２
期
に
は
１
５
２
人
が
入
学
し
、

授
業
を
く
ま
り
ば
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
。
く
ま
川
鉄
道
株
式
会
社
取
締

役
社
長
の
永
江
友
二
さ
ん
と
、
メ
ー

ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
工
場
直
結
ブ
ラ

ン
ド
「
フ
ァ
ク
ト
リ
エ
」
代
表
の
山

田
敏
夫
さ
ん
の
授
業
が
あ
り
、
生
徒

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

球磨川の危険度を色で警告
ライティング防災アラートシステム運用開始

　

市
で
は
、
球
磨
川
の
氾
濫
危
険
度

を
知
ら
せ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
防
災
ア

ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
４
月
16

日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ

ム
は
、
水
の
手
橋
に
水
位
セ
ン
サ
ー

と
連
動
し
た
変
色
可
能
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ

（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
照
明
を
設
置

し
、
球
磨
川
の
氾
濫
危
険
レ
ベ
ル
を

氾
濫
注
意
水
位
で
白
色
、
氾
濫
危
険

水
位
で
赤
色
な
ど
、
照
明
色
の
変
化

で
知
ら
せ
る
も
の
。

　

照
明
は
、
通
常
時
は
歩
行
者
な
ど

の
安
全
性
を
高
め
、
ま
た
景
観
演
出

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
日
没
か
ら

午
後
10
時
ま
で
落
ち
着
い
た
電
球
色

で
運
用
し
ま
す
。

緊急時の橋の様子は市防災ポータルサイトなどで確認を

街中の新たな魅力づくり
人吉紺屋町HITONOWAマーケット

　

豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
建
物
が
解

体
さ
れ
、
さ
ら
地
と
な
っ
た
土
地
の

利
活
用
を
探
る
社
会
実
験
と
し
て
、

３
月
27
日
に
「
人
吉
紺
屋
町
Ｈ
Ｉ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
人
吉
商
工
会
議
所
が

主
催
。

　

飲
食
や
物
販
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
35
の
事
業
所
や
団
体
が
、
人
吉

復
興
コ
ン
テ
ナ
マ
ル
シ
ェ
周
辺
で
出

店
。
当
日
は
天
気
も
良
く
、
家
族
連

れ
な
ど
多
く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
、

買
い
物
や
交
流
を
楽
し
む
様
子
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
土
地
所
有
者

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
定
期
的
に
開

催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

設けられた飲食スペースで食事を楽しむ来場者

一日も早いまちの再建へ向けて
土地区画整理事業施行に関する協定締結式

　

市
で
は
、
被
災
市
街
地
復
興
推
進

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
青
井
地
区

の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
都
市
計
画

決
定
に
つ
い
て
の
審
議
会
を
３
月
16

日
に
開
催
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
。

当
事
業
を
市
に
代
わ
っ
て
県
が
施
行

す
る
た
め
の
協
定
締
結
式
を
３
月
27

日
に
行
い
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
後
に
行
っ
た
意
見
交
換

で
は
、
蒲
島
県
知
事
が
「
こ
の
事
業

を
迅
速
か
つ
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

は
県
と
市
が
連
携
し
て
一
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
。
ま
た
、
地

域
住
民
が
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

も
必
要
で
、
市
は
活
発
な
議
論
に
導

い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

蒲島県知事や溝口県議会議長、西市議会議長ら８人が出席

脱炭素社会を目指して
ゼロカーボンシティ実現に向けた連携協定

　

オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
（
東
京
都
）
と

本
市
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
の
実
質
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す

る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
実

現
に
向
け
、
３
月
29
日
に
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
こ
れ
ま
で
、
太
陽
光
発
電

や
蓄
電
池
、Ｌ
Ｅ
Ｄ（
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
）
を
導
入
し
地
方
自
治
体
の
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
り
組
み
に
貢

献
。こ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

本
市
と
情
報
や
意
見
の
交
換
を
行
い

協
働
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

４
月
11
日
に
市
内
の
小
・
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
今
年
は
小
学

校
で
２
４
２
人
、
中
学
校
で
２
６
２

人
の
新
１
年
生
が
学
び
や
の
門
を
く

ぐ
り
ま
し
た
。

　

東
間
小
で
は
、
入
学
式
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
新
６
年
生
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
、
校
舎
の
案
内
や
学
校
行

事
な
ど
を
紹
介
。「
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
私
た
ち
に

聞
い
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
心
強
い
言

葉
を
送
り
ま
し
た
。
式
が
終
わ
り
緊

張
が
解
け
た
新
１
年
生
は
教
室
に
戻

る
中
、
早
速
で
き
た
友
だ
ち
と
会
話

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
な
ど
身

の
回
り
の
安
全
・
安
心
を
考
え
な
が

ら
自
分
が
住
む
町
を
調
べ
、
地
図
に

ま
と
め
て
発
表
す
る
（
一
社
）
日
本

損
害
保
険
協
会
主
催
の
「
小
学
生
の

ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー

ル
」。
市
内
の
小
学
生
を
中
心
に
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
「
ひ
と
よ
し
防
災

ワ
ク
ワ
ク
組
」
が
作
っ
た
地
図
が
、

９
７
１
の
応
募
の
中
か
ら
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

青
井
神
社
周
辺
を
調
べ
た
東
天て

ん
せ
い惺

君
（
東
間
上
町
）
は
「
川
の
水
が
少

し
で
も
増
え
た
ら
早
め
に
避
難
し
た

い
」
と
今
回
の
制
作
で
学
ん
だ
こ
と

を
話
し
ま
し
た
。
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